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       砥石神社 

 沼須町の砥石神社は、利南村誌に 

よれば建治２年（１２７６）に日本 

武尊を勧請したと伝わっているとあ 

り、創建は今から７３０年以上前で、 

加沢記には戸石大明神として記され 

ています。 

 ご神体の日本武尊（写真下）が白 

馬に乗っていることから、沼須では 

白い馬を飼ってはいけないといわれ 

ていました。 

             砥石神社正面の石垣は、「入れ子

積み」の手法を取り入れた切石

積みの変型といわれ、戸鹿野八

幡の石垣とともに目をひくもの

です。 

              拝殿前の狛犬（写真上）は、

信州高遠の石工の作で、県指定

文化財の「石造七重塔」と同じ

作者と考えられており、技術の

高さと作者の遊び心を感じさせ

る狛犬です。 
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 第４１回赤旗まつりは１日から 

３日までの３日間、東京の夢の島 

公園で開かれ、約１５万人が参加 

しました。 

 利根沼田からも大型バス 2台を 

含め100人以上の人が参加しま 

した。 

 2日は、志位委員長の記念講演 

があり、安倍政権について集団的 

自衛権の問題、消費税増税、原発再稼働、沖縄新基地建設などの問題で、

国民の声を聞かず、異論を「見解の相違」「過去の問題」と切り捨てる「問     

答無用の強権政治には、つける薬

はありません。国民みんなの力で

打倒に追い込みましょう」と呼び

かけました。 

 志位委員長につづいて中央舞台

に登場した八代亜紀さんは、ジャ

ズや「舟唄」などを熱唱し、抜群

の歌唱力が会場を包み、大きな拍

手が会場から送られました。 

 白沢町文化祭（写真上）と利 

根町文化祭（写真下）が２日と 

３日の２日間開かれました。 

 白沢町の文化祭では、「しら 

さわエ 

コキッズクラブ」の調査・研究       

の展示がおこなわれ、利根町

の文化祭では、書道や切り絵、

華道の体験教室が開かれ、子

どもも参加していました。 

 第６１回沼田市文化祭が１日～３日までの３日間、沼

田小学校屋内運動場と沼田市中央公民館を会場に開か

れ、多彩な市民の作品が展示 

されました。 

 中央公民館では、茶席やお 

香を楽しむ会、舞台発表もお 

こなわれました。 

 


